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“くみやまマラソン”に2,565人が力走
　1月30日、冬の恒例イベント「第21回くみやまマラ
ソン」が、役場を発着点としておこなわれました。
　今大会には過去最多の2,565人がエントリーし、参加
者は、沿道の大きな声援を受けながら、自然豊かな木津
川サイクリングロードなどを駆け抜けました。
　（大会結果は、５㌻に掲載しています。）

18P

10P

4P

2P 行政ニュース
新しい自治会長さんが決まりました

みんなの広場
文化財防火運動・消防訓練

INFORMATION
人権ゆかりの地をたずねての参加者募集など

ふるさとの川の流れに
古川流域の変遷（15）
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ち
ょ
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
く

て
も
大
会
等
で
な
か
な
か
体
育
館

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
福
祉
施

設
・
町
お
こ
し
施
設
の
建
設
も
大
事
で
す
が
、

若
者
や
働
き
盛
り
の
息
抜
き
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
小
規

模
の
体
育
館
を
建
設
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
匿
名
）

　

体
育
館
や
屋
外
施
設
の
予
約
は
、

1
か
月
前
か
ら
可
能
で
す
が
、一
定
の

要
件
を
満
た
し
、
登
録
団
体
と
認
め
ら
れ
る

と
2
か
月
前
か
ら
予
約
が
で
き
る
、
団
体
登

録
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
の
空
き
情
報
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
の
施
設
予
約
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
体
育
館
の
建
設
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
総
合
体
育
館
の
無
料
開
放
や
各
種
教

室
を
予
定
す
る
と
と
も
に
、
小
・
中
学
校
体

育
施
設
の
開
放
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で

活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

が
充
実
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

［
社
会
教
育
課
］

　

中
央
公
園
は
、
春
は
桜
、
初
夏
は

つ
つ
じ
な
ど
季
節
の
美
し
さ
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
が
、
近
年
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

周
辺
で
夜
間
に
飲
食
を
し
た
後
の
ご
み
が
散

乱
し
て
い
た
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
道
具
入

れ
が
壊
さ
れ
た
り
、
公
共
用
ト
イ
レ
の
窓
が

割
ら
れ
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
が
や
っ
た

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
し
た
状
況
を
把
握
し

て
根
源
を
断
ち
切
る
よ
う
な
対
策
を
立
て
て

く
だ
さ
い
。�

（
匿
名
）

　

中
央
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で

は
、
以
前
か
ら
場
内
を
荒
ら
す
と
い

う
行
為
が
あ
り
、
ト
イ
レ
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割

ら
れ
る
こ
と
も
起
こ
り
ま
し
た
。
町
で
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
回
数
を
増
や
し
、
た
む
ろ
す

る
人
が
い
れ
ば
、
公
共
施
設
を
大
切
に
使
う

よ
う
に
呼
び
か
け
て
予
防
に
努
め
る
と
と
も

に
、
警
察
に
通
報
お
よ
び
被
害
届
を
提
出
し
、

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
実
施
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
も
検
討
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果

的
な
対
策
が
図
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

利
用
者
が
気
持
ち
よ
く
公
共
施
設
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
大
事
に
使
用
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

［
都
市
計
画
課
］

新しい自治会長さ　
　ん

が決まりました
平成23年自治会長� （敬称略）

御牧地区 佐山地区 東角地区
自治会名 会�長�名 自治会名 会�長�名 自治会名 会�長�名
大橋辺　　 中島　友美 佐山 岡本富士夫 清水　　　　 中村　重孝
北川顔　　 籔内　茂宏 佐古 岩井平左右 林　　　　　 今村　祐嗣
藤和田　　 鹿野孝太郎 市田 東　　憲彦 栄1・2丁目 五十嵐　勉
近協パレス 谷　　裕規 田井 田井　　勇 栄3・4丁目 中田　保彦
島田　　　 藤本　和広 下津屋 曽束　正義 ミサワ林　　 岡本　善幸
東島田　　 池田　義一 荒見 田井　貴志 東佐山団地　 出口嘉津子
坊之池　　 熊田　博一 新開地 寺田　耕造 ハイツ西宇治 澤﨑　福造
中島　　　 山中　洋光 松陽台 田中　　賢 久御山団地　 濵伊　睦子
西一口　　 山村　　保 下津屋団地 北村　直美 西武西林　　 木下　康光
東一口　　 山田　吉久 サンタウン佐山 東　　　正 籾池　　　　 山本　義雄
相島　　　 西村　與一 鈴間 森林　紀子 双栗　　　　 小西　智道
森　　　　 辻村　忠雄 下津屋サンハイツ 梅川　 元
野村　　　 西村　和樹 佐山サンハイツ 樋口　一樹
村東　　　 坂口　照夫

　平成23年の自治会長が、それぞれ決まりました。各自
治会の代表者である自治会長は、自治会と町のパイプ役と
して、町政の推進に重要な役割を担っていただき、1年間
お世話をしていただくことになります。
　自治会長の皆さんよろしくお願いいたします。

Ａ

Ａ

ＱＱ

▲いたずらで割られたガラス
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行政ニュース

セ
ー
ビ
ン
グ〈
節
約
〉プ
ラ
ン
と
は

　

役
場
庁
舎
だ
け
で
な
く
、
小
・
中
学
校
や

保
育
所
、
幼
稚
園
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、

ゆ
う
ホ
ー
ル
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
な
ど
の
町

関
連
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
一
酸
化
二
窒
素

な
ど
）
の
総
排
出
量
を
平
成
14
年
度
か
ら
平

成
17
年
度
ま
で
の
実
績
の
平
均
値
か
ら
3
㌫

削
減
す
る
こ
と
や
、
用
紙
類
の
使
用
量
の
抑

制
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
な
ど
の
取
り
組
み

を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

今
年
度
は
、猛
暑
の
影
響
で
増
加

　

平
成
22
年
度
上
半
期
の
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量
（
表
1
）
は
、1
，0
5
0
・
1
㌧
（
二

酸
化
炭
素
換
算
。
以
下
同
様
）
で
、
目
標
値

に
占
め
る
割
合
は
、
47
・
84
％
で
し
た
。
冬

は
夏
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
多
く
な
る
た

め
、
目
標
達
成
に
向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

各
年
度
の
上
半
期
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排

出
量
（
図
1
）
を
比
較
す
る
と
、
前
年
度
よ

り
6
・
05
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
別
の
使
用
状
況
（
表
2
）
を
見
る
と
、

夏
の
猛
暑
の
影
響
で
、

電
気
使
用
量
が
前
年
よ

り
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
が
、
ご
み
収
集
車
に

天
然
ガ
ス
車
を
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
軽
油
が

減
少
し
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用

（
図
2
）
は
、
電
気
使
用
量
の
増
加
に
伴
い
、

全
体
で
前
年
度
よ
り
約
2
7
5
万
円
支
出
増

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

●
「
ノ
ー
・
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
実
施

　

毎
月
1
回
、
職
員
の
自
動
車
通
勤
を
自
粛

●
夏
・
冬
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
の
実
施

●�

空
調
の
適
温
化
（
冷
房
28
℃
・
暖
房
19
℃
）

を
徹
底

●
昼
休
み
の
全
面
消
灯
及
び
半
消
灯

●�

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
等
の
環
境
に
配

慮
し
た
運
転
方
法
の
徹
底

●
地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

●�

「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
」
で
の
啓
発

ブ
ー
ス
の
出
展

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
低
炭
素
社
会
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に　
　

役
場
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

町
で
は
、1
年
間
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
目
標
値
を
２
、１
９
５
㌧
（
平

成
12
年
比
約
14
・
5
％
減
）
と
し
た
、
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉
プ
ラ

ン
第
2
期
計
画
を
策
定
し
、
日
々
、
町
関
連
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
平
成
22
年
度
上
半
期
の
取
り
組
み
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組

み
ま
せ
ん
か
。

表1　平成22年度上半期�温室効果ガス総排出量

温室効果ガスの内訳 排出量
（t-CO2）

比率
（％）

二酸化炭素 CO2 1,047.65� 99.77�

メタン CH4 0.04� 0.00�

一酸化二窒素 N2O 1.40� 0.13�

ハイドロフルオロカーボン
（代替フロン） HFC 1.01� 0.10�

総計【全町関連施設】 1,050.10� 100.00�

表2　エネルギー別の使用状況の推移

22年度
上半期

21年度
上半期

前年増減
（H22-H21）

前年比
（H22/H21）

電 気（Kwh）2,238,397 2,048,451 189,946 9.27%

液化天然ガス（Kg） 64,366 53,206 11,160 20.98%

液化石油ガス（Kg） 13,998 13,412 586 4.37%

灯 油（L） 2,484 2,450 34 1.39%

Ａ 重 油（L） 0 0 0 −

ガ ソ リ ン（L） 9,952 9,507 445 4.68%

軽 油（L） 12,825 14,824 ▲2,000 ▲13.49%

図1　温室効果ガス総排出量の推移図2　エネルギー費用の推移

▲新しく導入した天然ガス車
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優しい仁、お笑い担当の幹、
無敵のせん。わが家の宝物たちです☆

林　父 和正さん・母 惠さん

（平成17年11月 16日生）（平成19年12月 3日生）（平成21年4月11日生）
梅
うめ

田
だ

 仁
じん

平
ぺい

・幹
かん

介
すけ

・せんちゃん 

お話じょうずになった隼人くん。
これからも、いっぱいお話しようネ。

林　父 浩司さん・母 美和さん

（平成20年4月30日生）
小
こ

山
やま

 隼
はや

人
と

ちゃん 

仲よく元気いっぱい遊んで
大きくなってね。

大橋辺　父 祥邦さん・母 央子さん

（平成20年2月20日生）（平成21年12月 16日生）
山
やま

内
うち

 莞
かん

太
た

郎
ろう

・清
せい

之
の

介
すけ

ちゃん 

節分祭
玉田神社（森）

「鬼は外」と元気な声で鬼退治
2月3日、森の玉田神社で節分祭がおこなわれ、福豆や
供物を神前に供え、野口重典宮司が家内安全などを祈願し
ました。
神事の後、本殿の裏側から赤鬼が現れると、見学に来て
いた御牧幼稚園の年長児32人が、玉田の森に響き渡るほ
ど元気な声で「鬼は外」と叫びながら枡

ます

に入った豆をまい
て鬼を退治し、笑顔で「やった」などとはしゃいでいまし
た。また、参拝人に福豆袋がくばられました。

文化財防火運動・消防訓練
光福寺（藤和田）

迅速な動きで文化財を守る
1月23日、藤和田の光福寺（神居伸行住職）で地元消
防団員15人と消防職員が文化財を火災から守るため消防
訓練をおこないました。
この日は、光福寺の庫

く

裏
り

から火災が発生したとの想定で
実施。地域の住民ら40人が見守るなか、住職が消火器で
初期消火をしたあと、地元消防団員が素早く本尊に見立て
た箱を搬出し、最後に消防団と消防本部による放水がおこ
なわれ、迅速な動きに住民からは拍手があがりました。

▲本堂にむけて放水する消防職員・消防団員▲赤鬼を退治する子どもたち

町人権啓発研修会
� （2月3日・役場コンベンションホール）

佐山農業体験学校「丸大根の収穫」�
（1月31日・佐山小学校）
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地
区
名	

夫
の
氏
名	

妻
の
氏
名

島　

田　

伊
藤　
　

健　

伊
藤
佳
菜
子

下
津
屋　

谷
口
隆
一
郎　

谷
口　

綾
香

	

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

島　

田　

寺
内
蒼そ

う

一い
ち

郎ろ
う　

優
介
・
亜
主
香

相　

島　

岡
本　

彩あ

海み　

耕
治
・
眞
理
子

　

森　
　

崔
本　

藍あ
い

花か　

権
三
・
有
希
子

　

林　
　

松
浦　

陽は
る

翔と　

英
明
・
真
世

市　

田　

松
井　

優ゆ

暖は
る　

孝
男
・
宏
奈

田　

井　

大
嶋　

捷し
ょ

恩お
ん　

和
也
・
淳
子

下
津
屋　

馬
場
﨑
梨り

愛あ　

真
也
・
渚

1月15日から2月14日までの受付分（敬称略）

空手寒げいこ（2月13日・木津川流れ橋付近）
浄安寺椿展（2月15日〜4月15日・浄安寺（佐山）） 町シニアクラブ連

合会輪投げ大会

� （2月7日・役場コ
ンベンションホー

ル）

くみやまマラソン
木津川サイクリングロードなど

大会結果
1月30日におこなわれた「第21回くみやまマラソン」
の各種目の上位入賞者は、次の皆さんです。
　　　　ファミリーペア（申込者264人）①北村康雄・晃
寛（5：25）、②渡辺宏・歩紀、③佐々木政治・工海

　 　 　 　

小学生男子（同135人）①直地哲宙（10：43）、②
大坂颯樹、③西山裕貴、同小学生女子（同103人）①高松珠
有（11：37）、②中村雛乃、③嶋田千紗、同中学生男子（同
74人）①松下惇平（9：41）、②内藤涼太、③深沢晃平、同中
学生女子（同78人）①長谷川汀（10：39）、②打谷芽依、③
谷垣歌悠里

　 　 　 　
中・高校生男子（同87人）①西村祐紀（16：02）、

②大塚倭、③大槻厚仁、同中・高校生女子（同66人）①相井
里香（18：48）、②南遥奈、③岡本美玖、同一般男子 18 歳
〜 49 歳（同118人）①花澤篤史（15：59）、②関谷宜輝、
③寺井洋平、同一般男子 50 歳以上（同62人）①足立正登
（18：03）、②山本泰典、③前田信男、同一般女子 18 〜 49
歳（同67人）①石田紀子（21：33）、②枡谷優華、③矢野尋
子、同一般女子 50 歳以上（同28人）①佐藤享（21：53）、

②大小田ふみ子、③清水孝子

　 　 　 　

中・高校生男子（同36人）①谷本旭洋（32：26）、
②辻間敬祐、③田中勇気、同中・高校生女子（同10人）①伊
藤美瑞希（36：16）、②岩内紗絵、③鳥山幸奈、同一般男子
18歳〜29歳（同117人）①池田崚（34：44）、②谷本雄大、
③中村智明、同一般男子 30 歳代（同256人）①今西智信
（34：05）、②室谷佳秀、③山田泰幸、同一般男子 40 歳代
（同248人）①古野修（34：49）、②大庭幸治、③山根文雄、
同一般男子 50 歳代（同178人）①物申敏彦（38：49）、②
文字正典、③森浩史、同一般男子 60 歳以上（同120人）①
高橋進（39：16）、②足立安隆、③居関孝男、同一般女子 18
〜 29 歳（同54人）①横畠葵（43：10）、②谷口友香、③戸
川尚美、同一般女子 30 歳代（同 80人）①西尾総子（41：
30）、②須藤由紀、③奥田真由美、同一般女子 40 歳代（同
67人）①鶴田まさよ（44：17）、②藤井留美、③山田朋子、
同一般女子 50 歳以上（同40人）①岡田美由紀（44：06）、
②満岡冨佐子、③鳥居千江子
� =敬称略、（　）は優勝タイム=

1.5㌔

3 ㌔

5 ㌔

10㌔
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食
文
化
の
祭
典
「
野
の
恵
み
」

く
み
や
ま
食
ざ
ん
ま
い

　

本
町
は
、
近
郊
農
業
が
盛
ん
で
、
ホ
ウ
レ

ン
草
や
小
松
菜
な
ど
の
軟
弱
野
菜
を
は
じ
め
、

キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
の
良
質
な

野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
京

の
伝
統
野
菜
「
淀
大
根
」
は
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
町
民
文
化
祭
で
は
、「
第
26
回
国

民
文
化
祭
・
京
都
2
0
1
1
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

国
民
文
化
祭
」
と
し
て
、
11
月
6
日
㈯
に
町

中
央
公
民
館
と
そ
の
周
辺
で
郷
土
料
理
の
試

食
や
手
作
り
体
験
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
新

　

い
よ
い
よ
今
年
は
、
文
化
活
動
の
発
表
・
交
流
の
場
で
あ
る
「
第
26
回

国
民
文
化
祭
・
京
都
2
0
1
1
」
が
10
月
29
日
㈯
か
ら
11
月
6
日
㈰
に
か

け
て
京
都
府
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
、
11
月
5
日
㈯
と
6
日

㈰
に
食
文
化
の
祭
典
「
野
の
恵
み
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
久
御
山
の
文
化
に
触
れ
、
郷
土
の
「
野
の
恵
み
」
の
素
晴
ら

し
さ
を
再
発
見
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
る
国
民
文
化
祭
に
、
皆
さ
ん

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

レ
シ
ピ
の
表
彰
式
を
お
こ
な
う
な
ど
、
町
の

食
文
化
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
国
民
文
化
祭
本
番
事
業
で
は
、
郷

土
が
誇
る
地
元
の
農
産
物
と
か
つ
て
の
巨
椋

池
の
恵
み
と
信
仰
が
結
び
つ
い
た
特
色
あ
る

食
文
化
を
紹
介
す
る
べ
く
、
食
文
化
の
祭
典

「
野
の
恵
み
」
と
題
し
た
催
し
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
先
人
が
生
活
の
中
で
培
っ
た
伝

統
料
理
の
紹
介
や
本
町
の
地
理
的
な
優
位
性

を
生
か
し
生
産
さ
れ
て
い
る
新
鮮
で
お
い
し

い
農
産
物
な
ど
の
販
売
を
お
こ
な
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
は
、

児
童
や
生
徒
な
ど
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
演
劇

の
発
表
な
ど
、
国
民
文
化
祭
と
町
民
文
化
祭

と
が
一
体
感
の
あ
る
文
化
の
祭
典
と
し
、
多

彩
な
催
し
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

府
内
で
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

京
都
府
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
約
70
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
本
町
は
も
ち
ろ
ん
、

京
都
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
文
化
絵
巻
の
世
界

へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
第
26
回
国
民
文
化
祭
久
御
山

町
実
行
委
員
会
事
務

局
（
社
会
教
育
課

内
）
☎
０
７
５
（
６

３
１
）
９
９
８
０
、

０
７
７
４
（
４
５
）

３
９
１
８

成
功
さ
せ
よ
う

�

「
第
26
回
国
民
文
化
祭
・
京
都
2
0
1
1
」

第 26回京都国文祭PR隊長　
“まゆまろ”

▲にぎわう販売コーナー ▲淀大根の試食コーナー

▼農産物直売所の餅つきコーナー ▼新鮮地場野菜の販売コーナー
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行政ニュース

○ひなまつり
　オルゴールのやさしい音色に耳を傾け、ひなまつり
を楽しみましょう。ひな人形作りも予定しています。
日時／ 3月2日㈬　午前10時30分〜 11時30分
○ファミリーサポート交流会
　ファミリーサポートとは、育児の援助を必要とする
「おねがい会員」と援助をする「まかせて会員」が登
録し、必要な場合に一時的に子どもを預かる制度です。
　「サポート会員になってみようかな!」と思っている
人は、お気軽にお越しください。
日時／ 3月6日㈰　午前10時〜 11時30分
内容／簡単な手作りおもちゃを作ります。
○親子で楽しむエアロビクス&ヨーガ教室
　親子で一緒に体を動かしましょう。
日時／ 3月10日㈭　午前10時〜 11時30分
対象／町内在住で就学前の乳幼児とその保護者
費用／ 1家族300円

申し込み／同ホールへ。
○地域であそぼ「つどいのひろば」
　今月は、下津屋サンハイツ集会所をお借りして「つ
どいのひろば」を開催します。
　お近くの皆さんもお越しください。
日時／ 3月18日㈮　午前9時30分〜 11時50分
場所／下津屋サンハイツ集会所
○公園で遊びましょう
　一緒に公園で遊びませんか。
日時／ 3月24日㈭　午前10時〜 11時30分
場所／佐古内屋敷公園&くじら公園
※雨天の場合は、中止します。
○お誕生会
　毎月、その月に生まれた友だちを対象にお誕生会を
開いています。
日時�／ 3月29日㈫　午前11時20分からと午後3時

20分からの2回

開館時間／午前 8時 30分～午後 5時
休館日／日曜・月曜日、祝日、年末年始

場
所�

／
第
1
・
4
回
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

第
2
・
3
回
…
中
央
公
民
館

対
象�

／
定
年
退
職
さ
れ
た
人
や
定
年
後
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ

て
い
る
人

定
員�

／
20
人

※�

第
1
回
は
、
定
員
な
し
で
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。

費
用�

／
料
理
教
室
は
、
実
費
が
必
要
で
す
。

持
ち�

物
／
料
理
教
室
…
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

（
バ
ン
ダ
ナ
）・
布
き
ん

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
3
月
23
日
㈬
ま

で
に
、
同
協
議
会
へ
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
一
緒
に
考
え
、
活
動
し

て
い
く
、
仲
間
づ
く
り
と
役
割
づ
く
り
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
講
座
を
4
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

日時 内容 講師

第
1
回

3 月 28日㈪
午後 1時 30
〜 3時 45分

「勇気ある一歩」
踏み出しませんか
!
①�講話…「地域へ
のおすそわけ」
報酬は感動です
!!

②体験発表

①�NPO 法人まち
づくりねっと・
宇治　

　上村正文さん
②�おもちゃ病院ボ
ランティアグル
ープ活動者

第
2
回

4 月 4日㈪
午前 10時
〜午後 1時

仲間づくりのため
の料理教室
野草とり、野草の
てんぷら

小森雅夫さん

第
3
回

4 月 8日㈮
午前 10時
〜午後 1時

仲間づくりのため
の料理教室
そば打ち体験（申
込多数の場合、2
日間に分けて実施
します）

西山隶佑さん

第
4
回

4 月 15日㈮
午後 1時 30分
〜 3時 30分

①�ボランティア活
動の紹介

②�何かはじめてみ
ましょう

交流会（自由に意
見を出し合いまし
ょう）

①社協職員

い
き
い
き
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座

“
地
域
デ
ビ
ュ
ー
”
は
じ
め
の
一
歩
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催眠商法

　　　
冷静な判断を失わせる催眠商法
　催眠商法とは、食料品や台所用品を無料または激安
で配布すると言って人を集め、閉めきった会場で、巧
みな話術で雰囲気を盛り上げ、会場内の人を興奮状態
にさせて、冷静な判断を失わせてから、高額商品を売
りつける悪徳商法です。
　催眠商法の業者には、1週間位の期間で場所を転々
とする「短期タイプ」と、3〜 4か月間同じ場所に留
まる「長期タイプ」とがあります。
　短期タイプの業者は、スーパーの新規オープンやセ
ール日のように、お年寄りや主婦が集まる場所を狙っ
て路上でチラシを配り、勧誘してから会場へと連れて
行くケースが多く、長期タイプの業者の場合は、新聞
折り込みでチラシを入れて短期貸しの仮設店舗に呼び
寄せる手法を使います。
　具体的な手口としては、会場で司会者が手にした品
物を「通常、千円のところ今日はなんと百円。欲しい
人」と大声で言い、元気よく大きな声で「ハイ」と返

事をした奥さんに「気に入ったのでタダであげよう」
などと言って会場を盛り上げます。
　これを何回か繰り返すうち、会場全体が早い者勝ち
でこの場で買わないと損をするような雰囲気になって
くる。そして、ついに「羽毛布団、通常価格50万円
のところ今日は半額」との司会者の声に、催眠術にで
もかけられたように大きな声で「ハイ」と手を挙げて
しまう。はっと金額の高さに気づいてやめようしても、
強引に迫られ契約書にサインしてしまう。
　対策としては、会場に行かないこと、近づかないこ
とが一番です。普段から「うまい話には必ず落とし穴
がある」ことを忘れず注意しましょう。万一買ってし
まったとしても、契約日から8日以内はクーリング・
オフすることができる可能性があります。
　くらしの中のさまざまなトラブルや疑問については、
京都府消費生活安全センター☎075（671）0004、
京都府山城広域振興局商工労働観光室☎0774（21）
2426または町産業課へご相談ください。

57
　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
4
0
0
種
類
以
上
の

化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

2
0
0
種
類
以
上
に
有
害
作
用
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一

酸
化
炭
素
は
、
3
大
有
害
物
質
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
心
臓
や
脳
な
ど
の
循
環
器
に
悪

い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、

中
枢
神
経
を
興
奮
さ
せ
、
心
拍
数
増
加
、
末

梢
血
管
の
収
縮
、
血
圧
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、

心
臓
に
大
き
な
負
担
を
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
一
酸
化
炭
素
は
、
赤
血
球
の
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
と
結
び
つ
き
、
血
液
が
酸
素
を
運

ぶ
働
き
を
妨
げ
、
血
管
を
詰
ま
り
や
す
く
し

ま
す
。
こ
う
し
て
、
動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ

る
と
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
原
因
と
な
り
ま

す
。

　

喫
煙
が
循
環
器
疾
患
に
及
ぼ
す
影
響
を
長

期
に
わ
た
っ
て
追
跡
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
た

ば
こ
を
た
く
さ
ん
吸
う
人
ほ
ど
、
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
で
死
亡
す
る
危
険
が
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
禁
煙
に
よ
る
効
果
は
明

ら
か
で
、
禁
煙
を
続
け
れ
ば
、
心
筋
梗
塞
に

よ
る
死
亡
率
は
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
の
値

に
近
づ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
疾
患
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

中
で
も
高
血
圧
と
喫
煙
は
2
大
因
子
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
循
環
器

疾
患
に
よ
る
死
亡
原
因
の
う
ち
、
60
歳
未
満

の
男
性
で
は
57
㌫
、
女
性
で
は
40
㌫
が
高
血

圧
と
喫
煙
に
よ
り
説
明
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
血
圧
の
み
、
喫
煙
の
み
の
場
合
よ
り
、

高
血
圧
で
喫
煙
し
て
い
る
場
合
は
、
危
険
が

一
気
に
高
ま
り
ま
す
。
心
臓
病
や
脳
卒
中
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
高
血
圧
の
予
防
と
禁

煙
が
第
一
条
件
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

タ
バ
コ
が
心
臓
に
与
え
る
影
響

心
臓
病
予
防
の
た
め
に
も
禁
煙
を
！

〜
タ
バ
コ
の
煙
に
は
有
害
物
質
が
い
っ
ぱ
い
〜



�
広報くみやま平成23年 3月 1日

行政ニュース

【
開
館
時
間
】　

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
　
　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

【
休　

館　

日
】　

1
日
㈫
・
7
日
㈪
・
14
日
㈪
・
22
日
㈫
・

　
　
　
　
　

 　

28
日
㈪
・
31
日
㈭

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

〈
写
真
を
愉
し
む
〉

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、
思
い
出
に
残
る
記
念
写
真
を
上
手
に
撮
り
た
い

!
ま
た
、
日
常
的
に
写
真
を
愉た

の

し
み
た
い
!
に
応
え
る
オ
ス

ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。プ
ロ
の
写
真
集
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ
ス
ス
メ
本

「
キ
レ
イ
に
撮
り
た
い
!
」 

久く

門も
ん

易や
す
し

著

　

撮
影
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
キ
レ
イ
に
撮
る
た
め
の
秘
訣
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
に
合
わ
せ
た
撮
影
の
ヒ
ン
ト
満
載
。
さ
ら
に

楽
し
く
な
る
毎
日
の
写
真
術
。

「
今
す
ぐ
使
え
る
か
ん
た
ん
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
デ
ジ
カ
メ
写
真
活
用
術
」

 

井
上
香
緒
里
著

　

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
写
真
の
整
理
や
修
正
、
活
用
の
仕

方
を
て
い
ね
い
に
解
説
。
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
で
な
く
て
も
、

楽
し
く
学
べ
ま
す
。

「
虫
の
目
で
狙
う
奇
跡
の
一
枚
」
児
童
書

 

栗
林
慧
著

　

虫
の
目
に
な
っ
て
、
誰
も
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
世
界
を

写
そ
う
と
挑
戦
し
続
け
る
昆
虫
写
真
家
の
歩
み
。

新
着
図
書
の
紹
介

☆	

祝
福 

（
長
嶋
有
著
）

　

男
主
人
公
五
人
、
女
主
人
公
五

人
─
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
機
微
を

描
く
、
全
十
編
の
作
品
集
。

☆	

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

 

（
小
路
幸
也
著
）

　

運
動
部
と
文
化
部
の
対
立
が
続

く
赤
星
中
学
。
放
送
部
が
平
和
の

使
者
と
な
り
、
知
恵
と
愛
嬌
で
学

園
を
救
う
!?

☆	

メ
ル
ス
ト
ー
ン
館
の　
　

不
思
議
な
窓

 （
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著
）

　

魔
術
師
だ
っ
た
祖
父
が
亡
く
な

り
、
館
を
受
け
継
い
だ
ア
ン
ド
ル

ー
。
し
か
し
、
遺
産
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。

☆	

ひ
ゅ
ー
ど
ろ
ど
ろ　
　
　

か
べ
に
ゅ
う
ど
う

 

（
角
野
栄
子
作
）

　

う
ち
の
壁
に
お
ば
け
が
い
る
ん

だ
っ
て
!
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教
え

て
も
ら
っ
て
か
ら
、
ヒ
ロ
と
タ
ッ

ち
ゃ
ん
は
壁
が
気
に
な
っ
て
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。

☆
春
の
お
た
の
し
み
会

　

図
書
館
で
は
、
お
た
の
し
み
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
い
り
ま
せ
ん
。
ご
家
族
や
お
友
達
と
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時
／
3
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

対
象
／
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者

内
容�

／
巻
絵
「
ぶ
た
ぶ
た
く
ん
の
お
か
い
も
の
」（
図
書
館
職

員
）、
人
形
劇
「
と
も
だ
ち
ひ
き
と
り
や
」（
人
形
劇
サ

ー
ク
ル
「
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」）

Vol.146

鶏ささ身の梅はさみ焼き

66㌔カロリー／ 1人分

食生活改善推進員協議会「久味の会」

�

■材料　2人分

鶏ささ身�………………………………2本

梅干し�………………………………大 1個

長ねぎ�…………………………………20g

しその葉�………………………………4枚

サラダ油�………………………………適量

作り方

①　ささ身は身の厚いところを切り開き、
軽くたたいて伸ばす。

②　梅干しは果肉を細かくたたき、長ね
ぎの小口切りと混ぜる。

③　①のささ身に②をのせて巻き、フラ
イパンで焼く。

④　器にしその葉、③を盛り合わせて出
来上がりです。

※　ささ身をサンマや、アジ、イワシな
どの魚に変えてもおいしいですよ。
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募　
　

集

人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て

　

町
で
は
、
人
権
意
識
の
啓
発
の
た
め
人
権

に
か
か
わ
る
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
19
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
４

　
　

時

見
学�

先
／
松
尾
大
社
と
月
読
の
古
社
（
西
京

区
）、
鈴
虫
寺
（
西
京
区
）、
勝
龍
寺
城

（
長
岡
京
市
）

対
象
／
町
内
在
住
の
人

定
員
／
先
着
25
人

費
用
／
昼
食
代
１
，
５
０
０
円

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
11
日
㈮
ま

で
に
、
社
会
福
祉

課
へ
。
電
話
可

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

　

町
で
は
、
一
人
の
人
間
と
し
て
理
解
し
合

い
、
支
え
あ
っ
て
生
き
る
男
女
平
等
と
共
同

参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画

で
あ
る
こ
と

③
代
表
者
が
町
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と

④
サ
ー
ク
ル
員
お
よ
び
講
師
、
活
動
内
容
を

　

明
ら
か
に
し
、
そ
の
都
度
同
連
絡
協
議
会

　

へ
報
告
す
る
こ
と

⑤
特
定
の
業
者
お
よ
び
講
師
の
営
利
を
目
的

　

と
し
な
い
こ
と

⑥
同
連
絡
協
議
会
に
加
入
し
、
同
協
議
会
の

　

決
定
お
よ
び
行
事
予
定
に
積
極
的
に
協
力

　

で
き
る
団
体
で
あ
る
こ
と

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
10
日
㈭
ま
で
に
、

　
　

申
請
書
を
社
会
教
育
課
へ
。

お
知
ら
せ

町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任
期
満
了
に

と
も
な
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
４
月
19

日
㈫
告
示
、
24
日
㈰
投
票
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
の
立
候
補
の
手
続
き
や
選
挙
運

動
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、

関
係
者
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※
出
席
者
は
、
１
候
補
者
に
つ
き
３
人
以
内

　

と
し
ま
す
。（
説
明
会
当
日
に
、
立
候
補

　

届
出
関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
）

日
時
／
３
月
14
日
㈪　

午
後
２
時
か
ら

場
所
／
役
場
庁
舎
５
階
会
議
室
51

問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
広
報

　
　

行
政
課
内
）

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
申
請
は

お
早
め
に

　

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
動
二
輪
、
軽
四
輪
な
ど

の
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
車
両
を
廃
車
、
譲
渡
さ
れ
る
人

は
、
４
月
１
日
ま
で
に
左
記
の
窓
口
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
４
月
２
日
以
降
の

場
合
、
平
成
23
年
度
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
…

税
務
課
（
印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

持
参
）

◦�

軽
四
輪
…
軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務

所
（
京
都
運
輸
支
局
内
）
☎
０
７
５
（
６

７
１
）
０
９
２
８

◦�

二
輪
の
小
型
自
動
車
…
京
都
運
輸
支
局
☎

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
６
１

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

セ
ミ
ナ
ー
を
左
表
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

※
保
育
ル
ー
ム
を
設
け
ま
す
。
ご
希
望
の
人

　

は
、
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町
文
化
サ
ー
ク
ル
の
加
盟

　

町
の
文
化
の
推
進
・
振
興
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
文
化
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
後
、
町
文
化
サ
ー
ク
ル
に
登

録
さ
れ
る
と
、
同
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
に

加
盟
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
団
体
は
、
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
団
体
で
す
。

①
中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
定
期
的
な

　

活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と

②
お
よ
そ
10
人
以
上
で
構
成
し
、
過
半
数
が

　

町
内
在
住
･
在
勤
者
で
占
め
ら
れ
る
団
体

日　　時 3月23日㈬
午前9時30分〜 10時50分

3月26日㈯
午前9時30分〜正午

場　　所 あいあいホール

対　　象 町内在住の人 就学前児童とその親

演　　題 「DVってなに?
〜家庭内での暴力を知る〜」 「パパママクッキング」

講　　師
ウィメンズカウンセリング京都
フェミニストカウンセラー

友杉明日香さん

クックピープル所属
髙月裕子さん

定　　員 30人 15組

費　　用 無料 1人200円

申し込み なし 3月24日㈭まで

＜宇治警察署からのお知らせ＞
　【自転車盗の被害を防ぐには】確実な施錠とツーロック！

訪問歯科診療のおしらせ
通院困難な方の『ご自宅』や
『介護施設』まで伺います。

田坂歯科医院
TEL 0774－54－0281
城陽市枇杷庄島の宮36－8

（休診）土曜日・日曜日・祝日

32011
March
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こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
①
３
月
４
日
㈮　

午
前
11
時
～
午
後

　
　

２
時　

②
３
月
18
日
㈮　

正
午
～
午
後

　
　

３
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
①
料
理
教
室　

②
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ

　
　

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活

動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

利
用
券
は
、
町
と
契
約
す
る
京
都
府
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
４
月
１
日
㈮
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。

対
象�

／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
・
下
肢
・

体
幹
・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
肝
臓
）
１
級
か
ら
３

級
の
人
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人

交
付
期
間
／
３
月
15
日
㈫
か
ら

申
請�

・
問
い
合
わ
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

社
会
福
祉
課
へ
。
な
お
、
窓
口
で
の
申

請
が
困
難
な
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、「
く
み
や
ま
い

き
い
き
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

る
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ま

で
全
12
種
類
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
目

的
に
合
わ
せ
て
、
様
々
な
教
室
か
ら
選
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
３
月
29
日
㈫
～
６
月
19
日
㈰　

午
前

　
　

10
時
15
分
か
ら
毎
日
３
～
４
教
室
開
催

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
継
続
し
て

　
　

参
加
で
き
る
人

定
員
／
各
10
人
（
定
員
を
超
え
る
教
室
は
、

　
　

先
着
順
で
は
な
く
抽
選
し
ま
す
）

費
用
／
満
60
歳
以
上
…
１
回
１
０
０
円
、
満

　
　

60
歳
未
満
…
１
回
２
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

老
人
医
療
制
度

　

町
で
は
、
65
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
人
で
、

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
申
請
す
る

と
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
本
人
に

代
わ
り
公
費
で
負
担
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
①
一
人
暮
ら
し
の
人　

②
申
請
者
と

　

す
の
で
、
前
記
の
条
件
に
該
当
し
て
も
対

　

象
外
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

国
民
年
金
の
手
続
き

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

　

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い�

合
わ
せ
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０
（
０
５
）
１
１
６
５
、Ｉ
Ｐ
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
６

５
、
住
民
課

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

町
豊
か
な
心
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、

３
月
20
日
㈰
か
ら
27
日
㈰
ま
で
の
間
、
明
る

く
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
と
環
境
美
化
意
識

の
向
上
を
め
ざ
し
、
環
境
美
化
運
動
の
一
環

と
し
て
、「
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
事
業
所
周
辺
、
公
共
の
場
所
な

ど
町
内
の
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

引
っ
越
し
な
ど
で
出
た
ご
み

　

引
っ
越
し
な
ど
で
多
量
に
出
た
ご
み
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
、
ご
近
所
の
迷

惑
に
な
っ
た
り
、
町
の
収
集
体
制
に
影
響
が

出
た
り
し
ま
す
。

　

多
量
に
出
た
ご
み
や
大
型
ご
み
は
戸
別
に

収
集
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
日
は
木
曜
日
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
収
集
車
が
入
れ
る

所
ま
で
ご
み
を
出
し
、
作
業
に
立
ち
会
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ご
み
の
量
に
応
じ
て

処
理
料
金
を
徴
収
し
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　
　

60
歳
以
上
の
人
ま
た
は
18
歳
未
満
の
人
、

　
　

心
身
の
障
害
が
中
程
度
以
上
の
人
の
み

　
　

で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
人　

③
ね

　
　

た
き
り
の
人　

④
前
記
①
～
③
以
外
で

　
　

申
請
者
と
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

　
　

税
非
課
税
の
人

※
こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま

こんなとき 届出先

就
職
・
退
職

就職して厚生年金（共済組合）の資格を取得した 勤務先
退職して厚生年金（共済組合）の資格を喪失した 住民課
退職して厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に扶養
されるようになった 配偶者の勤務先

配偶者が厚生年金（共済組合）に加入している会社に就職し
て扶養されるようになった 配偶者の勤務先

配偶者が厚生年金（共済組合）に加入している会社を退職し
て扶養されなくなった 住民課

結
婚
・
離
婚

結婚して厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に扶養
されるようになった 配偶者の勤務先

離婚して厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に扶養
されなくなった 住民課

増
収
・
減
収

収入が増えて厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に
扶養されなくなった 住民課

収入が減って厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に
扶養されるようになった 配偶者の勤務先

＜宇治警察署からのお知らせ＞
　【ひったくり被害を防ぐには】自転車の前カゴには防犯カバー、防犯ネットを活用！
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浄
化
槽
の
定
期
点
検
と
清
掃

　

浄
化
槽
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
人

は
、
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
、

保
守
点
検
と
清
掃
、
水
質
検
査
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
す
の
で
、

次
の
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

保
守
点
検
…
京
都
府
登
録
の
浄
化
槽
保
守

点
検
業
者

◦�

清
掃
…
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
許
可
を
得

た
浄
化
槽
清
掃
業
者

◦�

水
質
検
査
…
京
都
府
知
事
が
指
定
す
る
検

査
機
関
の
㈳
京
都
保
健
衛
生
協
会
☎
０
７

５
（
６
８
１
）
１
７
２
７

　

ま
た
、
増
改
築
や
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど

で
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
る
と
き
は
、

環
境
保
全
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い�

合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
ま
た
は
城
南
衛

生
管
理
組
合
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
５

１
７
１

ご
み
の
分
別
チ
ラ
シ

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
の
ご
み
の
収
集
日

程
や
区
域
ご
と
の
収
集
曜
日
、
分
別
の
方
法

な
ど
を
昨
年
と
同
様
、「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
中
に
掲
載
し
ま
す
。

　
「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
今
月
下
旬
に

配
布
し
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
、
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
は

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。「
町
民
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
活
用
し
、
取
り
組
み
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

古
紙
・
古
布
は
資
源
で
す
！

分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を

　

不
要
に
な
っ
た
新
聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ

ー
ル
・
古
布
は
、
分
別
し
て
地
域
の
集
団
回

収
や
古
紙
回
収
業
者
な
ど
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
自
治
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
非

営
利
の
団
体
が
お
こ
な
う
古
紙
な
ど
の
集
団

回
収
に
対
し
て
、
１
㌕
当
た
り
８
円
を
補
助

金
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
集
団
回
収
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い

な
ど
の
状
況
が
あ
れ
ば
、
集
団
回
収
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
団
体
の
活
動
資
金
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
へ
。

保
育
所
入
所
申
込
添
付
書
類

　

平
成
23
年
度
町
立
保
育
所
の
入
所
申
し
込

み
を
さ
れ
た
人
は
、
新
規
・
継
続
に
か
か
わ

ら
ず
、
３
月
22
日
㈫
ま
で
に
平
成
22
年
分
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
の
写
し
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
入
所
の
手
引
き
」
お
よ
び
保

育
所
か
ら
配
布
の
「
提
出
書
類
の
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

　

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30

　
　

分

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
園
庭
解
放

持
ち
物
／
着
替
え
、
水
筒
な
ど

問
い�

合
わ
せ
／
佐
山
保
育
所
、
御
牧
保
育
所
、

宮
ノ
後
保
育
所

天
ぷ
ら
油
な
ど
に
よ
る
火
災

の
防
止

　

平
成
21
年
の
「
コ
ン
ロ
」
に
よ
る
火
災
は
、

全
国
で
５
，
１
３
９
件
で
、
全
火
災
の
10
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ロ
の
種
類
別
で
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
に

よ
る
火
災
が
最
も
多
く
４
，
６
９
３
件
で
、

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
の
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
の
主
な
経
過
別
出

火
件
数
を
み
る
と
、
３
，
４
１
９
件
が
消
し

忘
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、

普
段
か
ら
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

天
ぷ
ら
な
べ
を
火
に
か
け
た
ら
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

◦�

コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を

消
す
。

◦�
天
ぷ
ら
油
は
加
熱
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。

◦�

コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
。

◦�

過
熱
防
止
装
置
を
備
え
た
調
理
器
具
を

使
う
。

※
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、
水
を
か
け
る

　

な
ど
消
火
方
法
を
誤
る
と
、
被
害
を
一
層

　

拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
消
火
器

　

で
安
全
、
確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

城
南
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

城
南
パ
ー
ト
バ
ン
ク
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

宇
治
の
付
属
施
設
で
す
。

　

パ
ー
ト
求
人
へ
の
職
業
相
談
・
紹
介
は
も

と
よ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
や
正
社
員
求
人
へ
の

職
業
相
談
・
紹
介
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
／
宇
治
市
大
久
保
町
上
ノ
山
43
Ｉ
１

　
　

藤
和
ラ
イ
ブ
タ
ウ
ン
宇
治
大
久
保
１
階

　
　
（
近
鉄
大
久
保
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

問
い
合
わ
せ
／
同
バ
ン
ク
☎
０
７
７
４
（
４

　
　

６
）
４
０
１
０

※
駐
車
場
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機

　

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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お
も
ち
ゃ
病
院

　

ご
家
庭
に
子
供
た
ち
の
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
た
ち
に
「
も
の
を
大
切
に
す
る

心
」「
科
学
す
る
心
」
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら

う
た
め
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
お
も

ち
ゃ
病
院
」
に
よ
る
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お

こ
な
い
ま
す
。

日
時�

／
３
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

（
受
け
付
け
は
、
午
前
11
時
ま
で
）

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

そ
の
他
／
お
も
ち
ゃ
は
、
当
日
修
理
会
場
に

　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
修
理
は
原
則
無
料

　
　

で
す
が
、
電
池
代
な
ど
実
費
を
頂
く
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
内
に
修
理
が
で

　
　

き
な
い
場
合
は
、
次
回
修
理
日
に
お
渡

　
　

し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

剪
定
枝
チ
ッ
プ
を
実
費
配
布

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
公
園
や
街
路

樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ

化
し
、
管
内
の
皆
さ
ん
へ
の
配
布
事
業
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
／
３
月
３
日
㈭
～
９
日
㈬　

い
ず
れ
も

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後

　
　

１
時
を
除
く
）

※
土
曜
日
・
日
曜
日
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

場
所�

／
①
ク
リ
ー
ン
21
長
谷
山
（
城
陽
市
富

野
長
谷
山
１
Ｉ
２
７
０
）　

②
ク
リ
ー

ン
ピ
ア
沢（
八
幡
市
八
幡
沢
１
）　

③
折

居
清
掃
工
場
（
宇
治
市
宇
治
折
居
18
）

対
象
／
管
内
在
住
・
在
勤
の
人

配
布
方
法
／
同
組
合
で
用
意
し
た
専
用
袋
に

　
　

各
自
で
詰
め
込
み
、
お
持
ち
帰
り
く
だ

　
　

さ
い
。

※
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ

　

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

費
用
／
１
袋
１
０
０
円
（
袋
代
含
む
）

問
い�

合
わ
せ
／
各
施
設
①
☎
０
７
７
４
（
５

２
）
３
５
８
１　

②
☎
０
７
５
（
６
３

１
）
０
８
３
５　

③
☎
０
７
７
４
（
２

０
）
４
７
９
９

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

総
務
省
京
都
府
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
京
都
）
で
は
、
町
内
で
ビ

ル
陰
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人

を
対
象
に
、
地
デ
ジ
受
信
に
つ
い
て
ご
相
談

い
た
だ
け
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

一
般
的
な
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
３
日
㈭
・
４
日
㈮　

い
ず
れ
も

　
　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

　
　
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

場
所
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

※
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
戸
別
訪
問
も
お
こ

　

な
い
ま
す
。（
要
申
し
込
み
）

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
５
（
２
５
３
）
０
８
１
７
へ
。

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
の
評
価
・
賃
料
・

権
利
関
係
・
有
効
利
用
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
／
４
月
１
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
４

　
　

時
（
受
け
付
け
は
、
午
後
３
時
30
分
ま

　
　

で
）

場
所�

／
京
都
商
工
会
議
所
３
階
第
３
会
議
室

（
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
丸
太
町
下
ル
）

問
い�

合
わ
せ
／
㈳
京
都
府
不
動
産
鑑
定
士
協

会
☎
０
７
５
（
２
１
１
）
７
６
６
２

ス
ポ
ー
ツ

町
総
体
空
手
道
選
手
権
大
会

　

町
空
手
道
連
盟
で
は
、
空
手
道
選
手
権
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
27
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
小
学
生

以
上
）
の
人

※
全
空
連
ル
ー
ル
採
用
で
経
験
者
と
し
ま
す
。

種
目�

／
個
人
戦
…
形
試
合
・
組
手
試
合
（
学

年
別
）

※
拳
サ
ポ
・
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
が
必
要
で
す
。

費
用
／
１
人
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
形
・
組
手
参
加
可
能
で
す
。

申
し�
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
９
日
㈬
ま

で
に
、同
連
盟
事
務
局
（
福
井
さ
ん
宅
）

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
２
１
５
０
ま
た

は
各
道
場
、
鸞
風
舎
久
御
山
道
場
、
同

志
館
佐
山
道
場
、
町
体
育
協
会
事
務
局

（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。

〈
申
し
込
み
と
費
用
〉

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
３
月
８
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー

ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

　
（
エ
ク
セ
ル
編
Ⅱ
）

日
時�

／
３
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・
26
日
㈯
・

27
日
㈰
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
表
や
グ
ラ
フ
・
計

　
　

算
な
ど
の
応
用
機
能
を
学
習
し
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

　
　

必
要
）

財
団
法
人　
　
　
　
　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
3
月
1
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

�

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
21
日
㈷
開
館
、
22
日
㈫
休
館
）
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童
謡
を
楽
し
む
会

日
時
／
３
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬　

い
ず
れ
も

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

　
　

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

　
　

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員�

／
各
60
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時
／
３
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３

　
　

時
15
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

　
　

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

漢
字
出
直
し
塾

日
時
／
３
月
11
日
㈮
・
24
日
㈭　

い
ず
れ
も

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
各
30
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時
／
３
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30

　
　

分

対
象
／
町
内
在
住
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

　
　

人

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若

　
　

返
り
を
は
か
り
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

週
末
の
星
空
観
察
会

日
時
／
①
３
月
12
日
㈯　

午
後
７
時
～
８
時

　
　

②
20
日
㈰　

午
後
８
時
～
９
時
（
受
け

　
　

付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

　
　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
／
①
月
と
冬
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

　
　

②
十
六
夜
の
月
と
土
星
を
観
察
し
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
　

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
３
月
20
日
㈰　

①
午
前
９
時
～
正
午

　
　

②
午
後
２
時
～
５
時
、
25
日
㈮　

③
午

　
　

前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
杉
板
で
道
具
箱
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
８
人

費
用
／
５
０
０
円

高
学
年
工
作
教
室

日
時
／
３
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
午

　
　

後
４
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容�

／
「
全
国
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
展
覧
会
」

に
向
け
て
共
同
制
作
を
し
ま
す
。

定
員
／
12
人

漢
字
の
達
人
教
室

日
時
／
３
月
5
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
10

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

　
　

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
３
月
26
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

　
　

護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

第
８
回
サ
イ
エ
ン
ス
ク
イ
ズ
大
会

日
時
／
３
月
21
日
㈷　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た

　
　

だ
し
、
小
学
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同

　
　

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
実
験
結
果
を
三
択
で
予
想
す
る
楽
し

　
　

い
ク
イ
ズ
大
会
で
す
。

定
員
／
30
組

文
化
施
設
見
学
会

日
時
／
３
月
13
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
５

　
　

時

対
象
／
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
と
ビ

　
　

ー
ル
工
場
を
見
学
し
ま
す
。

定
員
／
30
人

費
用
／
５
０
０
円

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー

日
時
／
３
月
30
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
５

　
　

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容
／
大
阪
市
立
科
学
館
と
大
阪
科
学
技
術

　
　

館
へ
行
き
ま
す
。（
京
阪
電
車
利
用
）

定
員
／
30
人

費
用
／
４
０
０
円

ゆう
ホール 春の映画大会

同時上映「はしれ！わくわくアンパンマングランプリ」

日時／3月19日㈯
　　①午前10時30〜11時40分
　　②午後1時〜2時10分
対象／町内在住・在勤・在学の人。ただし、
　　幼児は保護者同伴で参加してください。
定員／各200人
費用／満3歳以上ひとり300円
※チケットは、ゆうホール、中央公民館、
　総合体育館で発売しています。
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

日
時
／
３
月
４
日
㈮
・
8
日
㈫
・
14
日
㈪
・

　
　

24
日
㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分
、
３

　
　

月
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・
20
日
㈰
・
27
日

　
　

㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

　
　

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

　
　

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

　
　

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

　
　

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

　
　

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
３
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目�

／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

内
容�

／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
教
室

日
時
／
３
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
３

　
　

時

※
中
央
公
民
館
集
合
・
解
散

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
八
幡
背
割
堤
と
東
一
口
周
辺
の
樹
木

　
　

探
索
、
巨
椋
池
排
水
機
場
の
見
学

講
師
／
石
豊
造
園
の
桑
原
光
弘
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
昼
食
、
筆
記
用
具

※
履
き
な
れ
た
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

　

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

相　
　

談

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

３
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

３
月
８
日
㈫
・
22
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※�
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

３
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

３
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

　

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

３
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
連
絡
先
】

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

▽
車
い
す

　

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
28
人
）

〈1月中の動き〉�
出　生� ９人　
死　亡� ２２人　
転　入� ３８人　
転　出� ５３人　

〈2月1日現在〉�
総人口� １６, ７２７人　
男　性� ８, ３１５人　
女　性� ８, ４１２人　
世帯数� ６, ７８０世帯

対象／町内在住・在勤・在学の人
※カラオケを除きます。
定員／先着8団体
申�し込み・問い合わせ／ 3月15日㈫までに、
中央公民館へ。

※�新規出場希望者は、デモテ
ープを提出してください。

音楽フェスティバル
出演者募集

　と　き　　5月15日㈰　　　　　　午前10時～午後3時　　　　　
　

　ところ　
　
中央公民館玄関前（屋外）

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
3
月
1
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
3
月
1
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル　
　
　

　福祉まつりと共催する「音楽フェスティ
バル」の出演者を募集します。
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保健予防のコーナー

10か月児健診（2月14日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予　防　接　種
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 　 象・接 　 種 　 方 　 法

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 15 日㈫ 午後1時40分～ 1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母　子　保　健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容

1 歳 8 か 月 児 健 診 11 日㈮ 午後1時20分～ 1時40分 平成21年6月生まれ
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

1 0 か 月 児 健 診 14 日㈪ 午後1時20分～ 1時50分 平成22年4月生まれ 医師による健康診査
離乳・保育・栄養などの指導

3 ～ 4 か 月 児 健 診 15 日㈫ 午後1時20分～ 2時 平成22年11月生まれ
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

2 歳 6 か月児歯科健診 16 日㈬ 午後1時20分～ 1時40分 平成20年8月生まれ
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

乳
※1

幼 児 相 談 17 日㈭ 午前9時30分～ 10時30分 乳　幼　児 ことば・しつけ・栄養などの
相談

3 歳 児 健 診 18 日㈮ 午後1時20分～ 2時 平成19年8月生まれ
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

離
※2

乳 食 教 室 23 日㈬ 午前10時～ 10時15分 3～10か月児の保護者 離乳食の指導、作り方の実習
と試食（初期・中期・後期）

※2は、前々日までに予約が必要です。

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容

成 人 歯 科 健 診 16 日㈬ 午後1時～ 1時30分 40歳以上の人・ 
妊婦　　　　　 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

会場は、保健センター（※1はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
問い合わせ／長寿健康課

町公共機関電話番号等 社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

水　道　課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

下 水 道 課 ☎631-9990/45-3920
gesui@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

会　計　課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

消 防 本 部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

まちの駅クロスピアくみやま
☎075（632）2300 075（632）2001
あいあいホール
☎0774（41）2263 0774（41）2283
いきいきホール
☎0774（41）3466 0774（44）1199
荒　見　苑
☎0774（44）3405 0774（44）7801
町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205 0774（44）2203
地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022 075（632）3001

ゆうホール
☎0774（45）0002 0774（46）5610
総合体育館
☎0774（44）3700 0774（44）2203
中央公民館
☎075（631）1000 075（632）0031
図書館
☎0774（45）0003 0774（46）5690
御牧保育所  ☎・ 075（631）2475
佐山保育所  ☎・ 0774（43）2970
宮ノ後保育所  ☎・ 0774（43）4906
御牧幼稚園  ☎・ 075（631）4531
佐山幼稚園  ☎・ 0774（43）8644
東角幼稚園  ☎・ 0774（44）4966
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広報くみやま平成 23 年 3 月 1 日

環境保全のコーナー 

3 月のごみ・し尿収集日 

燃やすごみ

月・木

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下津屋・
下津屋サンハイツ・島田・東島
田・森・坊之池・野村・村東

火・水・金 久御山団地

火・金

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄３・
４丁目・ハイツ西宇治・清水・林・
西武西林・ミサワ林・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地

燃やさないごみ

月

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・大橋辺・北川顔・
近協パレス・藤和田・中島・西
一口・東一口・相島

火
佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間

水 東佐山団地・久御山団地

木
栄１・２丁目・栄３・４丁目・
清水・ハイツ西宇治・林・西武
西林・ミサワ林

金
田井・荒見・下津屋・下津屋団地・
下津屋サンハイツ・島田・東島
田・森・坊之池・野村・村東

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

2 日
（第 1 水曜日）

16 日
（第 3 水曜日）

9 日
（第 2 水曜日）

23 日
（第 4 水曜日）

※�簡単な水洗いをして、分別し
中身の見える袋に入れて出し
てください。

※�びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※�ペットボトルキャップは、中
身の見える袋に入れて「燃や
すごみの日」に出してくださ
い。

使用済みてんぷら油
9 日（第 2 水曜日）

※�公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し　　尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

14日㈪
4月5日㈫

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号
以東）・森（国道１号以東）・森村東（国道
1 号以東）・野村・野村村東・佐山・新開地・
佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津
屋

15日㈫
4月6日㈬

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道 1 号以西）・西一口・中島・相島

18日㈮ 東一口（国道１号以西）

17日㈭ 大橋辺・北川顔（府道以西）

町公共機関電話番号等

■久御山町役場（代表）
☎075（631）6111/0774（45）0001

075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総　務　課 ☎631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

企画財政課 ☎631-9992/45-3924
kikaku@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

広報行政課 ☎631-9993/45-3926
koho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

税　務　課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

社会福祉課 ☎631-9902/45-3902
shafuku@town.kumiyama.lg.jp
075（631）1807

長寿健康課 ☎631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住　民　課 ☎631-9904/45-3905
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

国保医療課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

建設整備課 ☎631-9961/45-3912
kensetsu@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産　業　課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

都市計画課 ☎631-9966/45-3915
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129
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古
川
流
域
の
変
貌

　

農
家
や
営
農
を
志
向
し
た
人
々
の
汗

の
結
晶
で
農
地
に
復
元
さ
れ
た
旧
京
都

飛
行
場
跡
地
は
、
昭
和
二
十
八
年
九
月

の
台
風
十
三
号
襲
来
に
よ
る
冠
水
の
被

害
は
早
期
で
復
旧
し
、
沃よ

く

土ど

で
生
産
さ

れ
る
新
鮮
野
菜
は
、
近
郊
野
菜
の
特
産

品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
農
産
物
の
生
産
は
、
昭
和
二
十
年
代

後
半
か
ら
同
三
十
年
前
半
に
か
け
て
最

盛
期
を
迎
え
、
京
都
市
域
の
青
果
市
場

か
ら
頻
繁
に
出
荷
の
要
請
が
あ
っ
た
。

ま
た
農
家
の
青
年
層
は
、
夜
が
明
け
る

と
新
鮮
野
菜
を
満
載
し
た
リ
ヤ
カ
ー
を

自
転
車
で
曳
行
し
て
、
淀
の
市
場
や
伏

見
の
市
場
に
出
向
き
、
少
し
で
も
高
く

売
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
出
荷
を
続
け

た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
も
後
半
に

入
る
と
、
社
会
の
高
度
成
長
に
よ
る
企

業
の
伸
展
で
勤
労
者
は
著
し
く
増
加
し

た
。
そ
の
影
響
で
農
家
の
青
壮
年
も
会

社
に
就
職
す
る
人
が
多
く
な
っ
た
。
ま

た
そ
の
一
方
で
、
飛
行
場
跡
の
開
墾
地

は
、
均
等
化
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
か

ら
、
企
業
建
設
の
最
適
地
と
評
価
さ
れ
、

さ
ら
に
国
道
一
号
枚
方
バ
イ
パ
ス
の
建

設
に
伴
っ
て
、
肥
沃
な
農
地
に
再
生
さ

れ
た
飛
行
場
跡
地
に
は
、
工
場
、
流
通

企
業
等
の
進
出
が
著
し
く
、
見
渡
す
限

り
緑
一
円
に
包
ま
れ
た
農
耕
地
は
、
大

き
く
変
貌
を
続
け
る
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
古
川
流
域
は
、
右
岸
の
大

久
保
村
（
現
宇
治
市
）
か
ら
久
御
山
町

林
の
広
大
な
土
地
に
建
設
さ
れ
た
日
本

国
際
航
空
工
業
は
、
昭
和
二
十
一
年
十

二
月
、
社
名
を
日
国
工
業
株
式
会
社
と

し
て
再
出
発
し
た
。
製
品
の
多
く
は
民

需
品
で
、
農
機
具
の
日
国
エ
ン
ジ
ン
の

製
造
、
航
空
機
体
製
作
の
技
術
を
生
か

し
て
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
の
ボ
デ
ィ
ー
の

製
作
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十

六
年
に
日
産
自
動
車
の
系
列
会
社
と
な

っ
た
。
ま
た
右
岸
に
残
る
農
地
は
、
佐

古
東
角
・
清
水
・
三
条
に
水
田
が
あ
り
、

左
岸
の
佐
古
外
屋
敷
・
林
北
畑
・
市
田

祇
園
田
に
水
田
が
あ
っ
て
、
灌か

ん

漑が
い

用
水

は
古
川
の
佐
古
堰せ

き
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
澄
ん
で
い
た
古
川
の
水
質

は
、
上
流
周
辺
の
企
業
進
出
等
で
、
昭

和
四
十
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
汚
濁
が
進

み
、
灌
漑
用
水
と
し
て
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
。
そ
の
た
め
巨
椋
池
干
拓
田
造

成
時
以
降
、
古
川
を
管
理
し
て
い
る
巨

椋
池
土
地
改
良
区
で
は
、
佐
古
堰
の
廃

止
後
、
用
水
供
給
の
代
替
措
置
と
し
て
、

地
域
ご
と
に
揚
水
機
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
昭
和
十
一
年
に
建
設
さ
れ
、

灌
漑
用
水
供
給
の
基
幹
施
設
で
あ
っ
た

佐
古
堰
、
夏
の
水
遊
び
に
興
じ
た
周
辺

の
人
々
に
と
っ
て
、
堰
の
撤
去
は
淋
し

い
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
に
佐
古
堰
は
解
体
撤

去
さ
れ
、
代
替
の
揚
水
機
は
佐
古
・
市

田
地
域
の
十
二
か
所
に
設
置
さ
れ
た
。

設
置
場
所
は
、
佐
古
地
域
は
東
角
二
か

所
と
清
水
・
三
条
・
北
畑
・
外
屋
敷
の

六
か
所
。
市
田
地
域
は
立
花
・
祇
園
田
・

和
気
・
斉
藤
坊
・
観
世
・
西
観
世
の
六

か
所
で
、
設
置
場
所
に
ポ
ン
プ
小
屋
を

設
け
、
室
内
は
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
自
動

制
御
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

揚
水
施
設
は
巨
椋
池
土
地
改
良
区
が
管

理
し
、
経
費
を
負
担
し
て
い
る
が
稼
働

時
の
操
作
・
点
検
・
配
水
状
況
等
の
現

地
作
業
は
、
佐
古
農
家
組
合
が
佐
古
地

域
と
市
田
立
花
の
七
か
所
、
市
田
農
家

組
合
に
五
か
所
が
委
託
さ
れ
て
い
て
、

土
地
改
良
区
で
は
、
巨
椋
池
干
拓
以
後
、

現
在
も
周
辺
水
田
用
水
の
安
定
供
給
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
昭
和
四
十
年
以
降
、
古
川
流
域

は
大
き
く
変
貌
す
る
。
同
四
十
八
年
に

は
林
宮
ノ
後
、
北
畑
地
区
に
日
本
住
宅

公
団
久
御
山
団
地
の
建
設
工
事
が
始
ま

り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
て
の

建
物
四
十
五
棟
が
同
五
十
年
に
完
成
し

た
。
静
寂
の
雙さ

栗ぐ
り

の
森
、
田
園
の
中
に

点
在
す
る
集
落
を
圧
倒
す
る
久
御
山
団

地
の
建
物
群
、
こ
の
景
観
は
新
し
い
久

御
山
の
息
吹
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
違

和
感
を
憶
え
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

古
川
の
右
岸
、
栄
地
区
の
住
宅
建
設
も

活
況
を
呈
し
、
転
入
家
族
の
急
増
で
久

御
山
町
の
人
口
は
倍
加
し
た
。
こ
の
結

果
、
従
来
か
ら
旧
村
を
中
心
と
し
た
御

牧
・
佐
山
の
二
地
域
に
新
興
の
東
角
地

域
が
加
わ
り
、
東
角
小
学
校
・
宮
ノ
後

保
育
所
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
東

角
幼
稚
園
を
始
め
、
公
共
施
設
の
建
設

が
続
い
て
い
る
。

　

古
川
流
域
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る

が
、
昭
和
四
十
年
四
月
に
一
級
河
川
に

認
定
さ
れ
た
古
川
の
河
川
改
修
は
続
い

て
い
る
。
ま
た
「
古
川
を
美
し
く
す
る

会
」
な
ど
の
団
体
に
よ
る
活
動
の
輪
が

さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
を
願
う
の
で
あ
る
。

　

今
号
を
も
っ
て
「
ふ
る
さ
と
の
川
の

流
れ
に
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
終
わ
り
ま
す
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

�

阪
部　

五
三
夫
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第三章 古川流域の変遷（15）

▲古川と久御山団地


